
平成 30年度 第 4回北海道地方独立行政法人評価委員会公立大学部会 

開催結果（要約） 

 

１ 開催日時 

平成 31年 2月 20日（水） 14時から 14時 35分まで 

 

２ 開催場所 

   北海道庁本庁舎 7階 共用会議室Ｂ  

 

３ 出席者 

【出席委員】 

谷山 弘行 部会長（学校法人酪農学園 理事長） 

庄司 正史 委 員（公認会計士） 

鈴木 将史 委 員（国立大学法人 小樽商科大学 教育担当副学長）  

田中 繁道 委 員（医療法人渓仁会 理事長） 

【欠席委員】 

古谷 雅代 委 員（株式会社エクサネットHAL 代表取締役会長） 

【事務局】 

北海道総務部法務・法人局大学法人室  

室長 村井、参事 上野、主幹 増川、主査 黒川 ほか 

    

４ 配布資料 

資料 1-1 北海道公立大学法人札幌医科大学「中期計画」の概要について 

資料 1-2 北海道公立大学法人札幌医科大学「中期計画」平成３１年度～平成３６年度 

資料 1-3 第３期中期目標・中期計画対比表 

資料 1-4 第２期・第３期中期計画（項目）対照表 

資料 1-5 第２期・第３期中期計画（指標・数値目標）対照表 

資料 2-1 札幌医科大学に係る第２期中期目標期間評価について 

資料 2-2 札幌医科大学中期目標期間評価実施要領 

 

５ 開催概要 

（１）開 会 

（２）欠席委員報告及び委員会成立報告 

（３）本日の進行説明（審議事項１） 

（４）審 議 

・本日の審議事項について、谷山委員長から次のとおり説明。 

   「中期計画の素案については、既に説明を受けているが、素案からの修正がある



ので、該当事項について事務局から説明を受けた後、委員の皆様にご審議いただき、

部会の意見を取りまとめたい。 

なお、本日の審議の結果は、公立大学部会の決定事項として本部会終了後に引き

続き行われる評価委員会において報告することとしている。」 

 

【審議事項１】北海道公立大学法人札幌医科大学中期計画に対する意見について 

・資料 1-1「北海道公立大学法人札幌医科大学「中期計画」の概要について」、資

料 1-2「北海道公立大学法人札幌医科大学「中期計画」平成３１年度～平成３６

年度」、資料 1-3「第３期中期目標・中期計画対比表」、資料 1-4「第２期・第３

期中期計画（項目）対照表」及び資料 1-5「第２期・第３期中期計画（指標・数

値目標）対照表」に基づき事務局から説明。 

・出席委員からの主な質問は次のとおり。 

   鈴木委員：「資料 1-5第２期・第３期中期計画対照表（指標・数値目標）の No.14       

を見ると「外国出願」とあるが、これはどういったものか。」 

事 務 局：「医学分野の特許権の出願で、一度登録するとそれに加盟している国

が、その特許を全て申請したことになる制度。」 

鈴木委員：「資料 1-1の中期計画の概要について、国際交流や国際貢献の項目の

指標について、海外協定校の増や留学生の増など、大学間の国際的な交

流に係る指標等を記載することが考えられる。」 

  谷山部会長：「いろいろと意見等をいただいたが、方向性を変更する必要が生じ

る内容ではないので、これでこの議題は終了し、札医大の中期計画につ

いては、全体的に見て中期目標に対応した具体的な内容となっているこ

とから妥当であるとし、評価委員会に報告する。」 

 

・事務局から各委員に対し「その他」札幌医科大学に係る第２期中期目標期間評価に 

 ついて、資料 2-1「札幌医科大学に係る第２期中期目標期間評価について」、資 

 料 2-2「札幌医科大学中期目標期間評価実施要領」に基づき説明。 

 ・出席委員からの主な質問は次のとおり。 

田中委員：「資料の 2-１、札幌医科大学に係る第２期中期目標期間評価について 

   の１の（２）の評価の視点の「この独立行政法人のメリットを活かした 

運営」というのは例えばどういうことか。」 

 事 務 局：「資料 2-2 の 3 ページに中期期間評価視点の＜具体的な視点＞を参

照願う。例えば、法人運営全般に関してならば、「運営の自立性などが最

大限活かされた運営が図られているか否か」が、独法化のメリットを活

かした運営か否かを評価する視点の１つになると考える。」 

 （５）閉会 


